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水
哉
館
も
ふ
く
め
た
懐
徳
堂
関
係
の
書
籍
・
器
物
の
所
蔵
状
況

を
記
し
た
目
録
と
し
て
、
江
戸
期
の
も
の
に
『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵

目
録
』（
一
八
三
四
年
）、『
懐
徳
堂
蔵
書
目
』（
一
八
四
〇
年
頃
か
）

が
あ
る
。
前
者
は
、
履
軒
の
水
哉
館
を
継
承
し
た
柚
園
が
没
し
た

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
水
哉
館
の
蔵
書
を
列
挙
し
た
も
の
で
、

履
軒
の
蔵
書
の
全
容
を
ほ
ぼ
正
確
に
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
る（

１
）
。
ま

た
後
者
は
、
寒
泉
・
桐
園
に
よ
る
懐
徳
堂
の
蔵
書
目
録
で
、
碩
果

（
一
七
七
一
～
一
八
四
〇
）
の
没
後
ま
も
な
い
時
期
の
成
立
と
さ

れ
て
い
る（

２
）
。
そ
の
内
容
は
、
後
に
こ
れ
を
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈

し
た
中
井
木
菟
麻
呂
に
よ
る
と
、
経
書
・
正
史
は
お
お
む
ね
唐
本
、

そ
れ
以
外
は
和
刻
本
で
、
お
お
よ
そ
の
規
模
は
、
経
部
一
五
〇
部
、

史
部
七
〇
部
、
子
部
四
〇
余
部
、
集
部
百
余
部
、
和
書
八
〇
部
、

叢
書
一
部
（
知
不
足
齋
叢
書
）、
計
四
四
〇
余
部
、
四
一
〇
〇
冊

と
い
う（

３
）

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
竹
山
・
履
軒
の
自
筆
書
き
入
れ

本
が
見
当
た
ら
ず
、
塾
生
の
閲
覧
に
供
し
た
図
書
の
目
録
か
と
さ

れ
る（

４
）

。

　

そ
の
後
の
幕
末
維
新
期
、
懐
徳
堂
は
蔵
書
や
器
物
を
手
放
す
ほ

ど
に
財
政
が
窮
乏
し
、
版
権
を
も
つ
板
木
ま
で
売
却
す
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
を
悲
嘆
し
た
寒
泉
は
売
却
さ
れ
た
遺
書
を
買
い
戻
し
て

旧
蔵
書
の
保
存
に
努
め
た
と
い
う（

５
）
。
そ
し
て
明
治
二
年
の
閉
校
の

後
、
懐
徳
堂
の
遺
品
お
よ
び
中
井
家
伝
来
の
遺
品
は
、
中
井
木
菟

麻
呂
が
受
け
継
ぎ
、
昭
和
八
年
お
よ
び
同
一
四
年
の
両
次
に
わ
た

り
、
都
合
三
一
五
点
の
遺
書
遺
物
が
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ

た
。『
懐
徳
』
一
七
号
（
昭
和
一
四
〈
一
九
三
九
〉
年
）
所
収
の
「
懐

徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」
は
そ
の
木
菟
麻
呂
の
寄
贈
分
三
一

五
点
に
、
旧
懐
徳
堂
門
人
の
伊
藤
介
夫
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
水

哉
館
遺
書
四
点
を
加
え
た
三
一
九
点
の
目
録
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
懐
徳
堂
記
念
会
で
は
大
正
五
（
一
九

一
六
）
年
の
重
建
以
来
、
懐
徳
堂
先
賢
の
著
述
を
購
入
し
、
ま
た

諸
方
か
ら
寄
贈
を
受
け
る
な
ど
蒐
集
に
努
め
て
き
た
。
こ
う
し
た

『
並
河
潤
菊
家
傳
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目
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』
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新
入
手
の
資
料
は
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
時
点
で
一
旦

ま
と
め
て
書
目
が
列
挙
さ
れ
た
。『
懐
徳
』一
九
号（
昭
和
一
六
年
）

所
収
の
「
懐
徳
堂
所
蔵 

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
そ
の
後
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
お
よ
び
懐
徳
堂
記
念
会
で
は
継

続
的
に
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
蒐
集
を
進
め
て
お
り
、
新
た
に
購

入
・
寄
贈
の
あ
っ
た
資
料
は
、
そ
の
年
の
『
懐
徳
』
の
彙
報
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
中
井
木
菟
麻
呂
が
継
承
し
た
懐
徳
堂
・
中
井
家
関
係
の

遺
書
遺
物
と
は
別
に
、並
河
寒
泉
が
受
け
継
い
だ
も
の
も
あ
っ
た
。

閉
校
後
、
寒
泉
は
本
庄
村
・
南
江
戸
堀
・
桜
宮
な
ど
で
塾
を
開
き
、

旧
門
人
ら
に
教
授
を
続
け
た
が
、
最
晩
年
は
娘
婿
の
淡
輪
三
郎
宅

に
引
き
取
ら
れ
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
二
月
に
八
三
歳
で

没
し
た
。
そ
の
後
、
寒
泉
が
残
し
た
遺
書
遺
物
は
、
独
身
を
通
し

て
寒
泉
に
孝
養
を
つ
く
し
た
末
娘
の
閏う
る

菊ぎ
く

が
継
承
し
た
。し
か
し
、

そ
の
閏
菊
も
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
一
月
二
七
日
に
四
六
歳

で
没
し
た
た
め
、
京
都
の
並
河
宗
家
（
当
時
の
当
主
は
尚
教
〈
一

八
〇
二
～
一
八
九
三
〉、
そ
の
嫡
子
が
総
次
郎
）
へ
と
託
さ
れ
た
。

こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
、
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲

遺
事（

６
）

』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
寒
泉
没
し
て
後
、
女
閏

菊
は
尚
淡
輪
氏
ト
同
居
シ
、
岡
本
和
（
寒
泉
門
人
）
ノ
紹
介
ニ
テ

造
幣
局
ノ
女
学
校
ニ
職
ヲ
奉
ゼ
シ
コ
ト
モ
ア
リ
シ
ガ
、〔
閏
菊
が
〕

卒
シ
テ
後
、
並
河
総
次
郎
ノ
女
ヲ
相
続
者
ト
為
シ
タ
レ
ド
モ
尚
幼

ナ
リ
シ
故
、
一
タ
ビ
家
ヲ
閉
ヂ
テ
遺
物
ヲ
宗
家
ニ
保
管
ス
ル
コ
ト

ト
ナ
リ
タ
リ
」（
下
巻「
懐
徳
堂
閉
鎖
後
の
寒
泉
」項
）。
こ
う
し
て
、

寒
泉
の
残
し
た
遺
書
遺
物
は
、
並
河
宗
家
に
お
い
て
尚
教
か
ら
総

次
郎
、
さ
ら
に
そ
の
子
の
誠
三
郎
へ
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
昭
和
の

初
年
よ
り
、
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
に
仮
寄
託
さ
れ
、
戦
後
の
昭

和
二
八
年
に
な
っ
て
一
切
が
天
理
大
学
附
属
図
書
館
に
移
管
さ
れ

た（
７
）

。
現
在
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
に
は
「
請
求
記
号125-199

」

に
分
類
さ
れ
る
通
称
「
並
河
文
庫
」
と
い
う
一
群
の
並
河
家
旧
蔵

書
が
所
蔵
さ
れ
、
同
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
の
検
索
が
可
能
で
あ

る
。
内
容
は
寒
泉
だ
け
で
は
な
く
京
都
本
家
の
尚
教
に
関
す
る
遺

書
も
多
く
含
む
。

　

さ
て
、
今
回
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
『
並
河
潤マ
マ

菊
家
傳
遺
物
目
録

（
内
題
）』（
以
下
『
閏
菊
目
録
』）
は
そ
の
「
並
河
文
庫
」
所
収
の

資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
題
目
に
よ
っ
て
、
閏
菊
が
父
の
寒
泉
か
ら

継
承
し
た
遺
物
の
目
録
と
わ
か
る
。
た
だ
目
録
に
記
す
書
名
・
品

名
の
下
に
「
並
河
総
」
の
角
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
閏
菊
自
身
で

は
な
く
、
閏
菊
の
死
後
に
託
さ
れ
た
並
河
総
次
郎
が
保
管
し
て
い

た
当
時
の
目
録
と
わ
か
る
。
さ
ら
に
目
録
の
末
尾
に
、
版
心
に「
久

迩
宮
」
と
あ
る
用
箋
を
も
ち
い
た
別
紙
三
葉
（
一
葉
は
白
紙
）
を

付
す
。
別
紙
の
内
容
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
が
並
河
尚
総（

８
）

に
宛
て
た

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
一
月
一
六
日
付
の
文
書
で
、「〔
東
坡

集
選
を
挙
げ
て
〕
右
七
冊
受
領
」「〔
五
孝
子
伝
な
ど
四
部
を
挙
げ
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記
さ
れ
た
書
名
・
品
名
の
上
に
押
さ
れ
た
「
並
河
」「
中
井
」
の

丸
印
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
を
示
す
も
の
か
と
推
察
で
き
る
。

　

そ
こ
で
「
中
井
」
丸
印
の
あ
る
一
三
件
の
書
名
・
品
名
を
調
べ

る
と
、
中
井
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
際
の
「
懐

徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」（『
懐
徳
』
一
七
号
）
所
載
の
遺
書

遺
物
と
の
間
に
い
く
つ
か
対
応
が
見
い
だ
せ
る
。『
閏
菊
目
録
』

の
「
中
井
」
丸
印
の
あ
る
も
の
（（ 

）
は
葉
数
〈
ａ
は
オ
モ
テ
、

ｂ
は
ウ
ラ
の
意
〉
を
表
す
）
と
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」

（（ 

）
は
当
該
目
録
の
通
番
号
）
と
を
対
照
さ
せ
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

閏
菊
目
録
（
葉
数
）�

懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
（
頁
数
）

大
日
本
史 

一
二
九
十
〆
四
冊
欠 

五
拾
七
冊
（
２
ｂ
）

懐
徳
堂
本
大
日
本
史 

六
十
冊（
原
本
二
冊
欠
）（
一
〇
五
）

履
軒
幣マ
マ

帚　

三
冊
（
12
ｂ
）

履
軒
弊
帚　

履
軒
先
生
手
稿　

三
冊
（
二
二
三
）

石
窩
先
生
艸
稿　

壱
冊
（
13
ａ
）

石
窩
草
稿　

中
井
碩
果
先
生
手
稿 

一
冊
（
九
三
）

猿
峯
復
讐
象
外
画 

履
軒
先
生
賛　

壱
幅
（
17
ｂ
）

履
軒
先
生
解
師
伐
袁
圖
賛　

一
幅
（
一
三
二
）

竹
山
先
生
福
壽
艸
詩　

一
幅
（
18
ｂ
）

て
〕
右 

中
並
所
属
不
分
明　

存
疑
」「〔
履
軒
・
蕉
園
ら
先
賢
の

遺
書
一
二
部
を
列
挙
し
て
〕
右
十
二
部
借
用
致
候
也
」
な
ど
と
あ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、『
閏
菊
目
録
』
は
、
閏
菊
か
ら
委
託
を

受
け
た
京
都
並
河
宗
家
の
総
次
郎
が
保
管
し
て
い
た
寒
泉
旧
蔵
の

書
籍
・
器
物
の
目
録
で
、
明
治
二
一
年
か
ら
同
二
五
年
頃
の
所
蔵

状
況
を
示
す
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
幕
末
維
新
期
に
懐
徳
堂
の
書
籍
・
器
物
が
売
却

さ
れ
る
な
か
、
寒
泉
は
可
能
な
限
り
買
い
戻
す
な
ど
し
て
保
存
に

努
め
た
。
こ
れ
ま
で
水
哉
館
・
懐
徳
堂
の
遺
書
遺
物
に
つ
い
て
は
、

江
戸
期
の
『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
』（
一
八
三
四
年
）、『
懐
徳

堂
蔵
書
目
録
』（
一
八
四
〇
年
頃
か
）
か
ら
後
、
中
井
木
菟
麻
呂

が
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
際
の
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物

目
録
」（
昭
和
一
四
〈
一
九
三
九
〉
年
）、
お
よ
び
懐
徳
堂
記
念
会

の
蒐
集
の
成
果
で
あ
る「
懐
徳
堂
所
蔵 

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目
」

（
昭
和
一
六
〈
一
九
四
一
〉
年
）
ま
で
の
間
、
そ
の
所
蔵
状
況
を

知
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
こ
の
『
閏
菊
目
録
』
は
そ
の
空
白
を
補

う
資
料
と
な
る
。

　
『
閏
菊
目
録
』
お
よ
び
別
紙
文
書
を
通
覧
し
、
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
以
下
に
記
す
。
ま
ず
、
別
紙
文
書
に
「
右 

中
並

所
属
不
分
明　

存
疑
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
井
氏
の
遺
品
か

並
河
氏
の
も
の
か
そ
の
所
属
を
分
明
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
目
録
を
見
れ
ば
、
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竹
山
先
生
咏
福
壽
草
詩
幅　

一
幅
（
一
二
九
）

襄
陽
帖　

一
畳
（
21
ｂ
）

萬
年
先
生
襄
陽
帖　

一
帖
（
三
〇
六
）

萬
年
先
生
緩
歩
帖　

一
畳
（
21
ｂ
）

萬
年
先
生
緩
歩
帖　

一
帖
（
三
〇
五
）

木
司
令 

 
壱
掛
（
27
ｂ
）

木
司
令　

懷
德
堂
所
用　

一
枚
（
一
七
四
）

　
「
中
井
」
印
の
あ
る
一
三
件
の
う
ち
八
件
に
つ
い
て
対
応
が
見

い
だ
せ
、
特
に
「
石
窩
先
生
艸
稿
」
か
ら
「
木
司
令
」
ま
で
の
六

件
は
同
一
の
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
は
後
に
並
河

総
次
郎
か
ら
中
井
木
菟
麻
呂
の
手
に
渡
り
、
さ
ら
に
昭
和
八
年
お

よ
び
一
四
年
に
木
菟
麻
呂
か
ら
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
別
紙
文
書
に
木
菟
麻
呂
が
借
用
す
る
と
記
し
た
書
籍
一

二
部
の
う
ち
二
部
に
、
や
は
り「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」

と
の
対
応
が
見
い
だ
せ
る
。
特
に
前
者
は
同
一
の
資
料
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。

別
紙
文
書
所
載
の
木
菟
麻
呂
借
用
書
籍

懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
（
頁
数
）

唐
詩
選
俗
解　

幽
人
先
生
自
筆　

壱
冊

唐
詩
選
国
字
解　

履
軒
先
生
手
稿　

一
冊
（
二
六
八
）

炎
窓
代
睡 

 

壱
冊

炎
窓
代
睡　

蕉
園
手
稿
本　

一
冊
（
七
六
）

　

さ
ら
に
、
木
菟
麻
呂
が
借
用
し
た
書
籍
の
残
り
一
〇
部
の
う
ち

七
部
に
、
新
田
文
庫
（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
の
一

部
を
な
す
）
所
蔵
の
資
料
と
の
対
応
が
見
出
さ
せ
る
。
先
に
見
た

よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
は
昭
和
一
四
年
ま
で
に
三
一
五
点
の
遺
書
遺

物
を
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
が
、
な
お
手
元
に
残
し
た
書
籍

や
器
物
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
木
菟
麻
呂
の
妹
の
終
子
に
、
そ
し

て
終
子
か
ら
養
女
の
新
田
和
子
氏
に
受
け
継
が
れ
、昭
和
五
四（
一

九
七
九
）
年
春
、
新
田
和
子
氏
か
ら
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
寄
贈
さ
れ
た
約
四
〇
〇
点
の
中
井
家
伝
来

の
遺
書
遺
物
が
「
第
一
次
新
田
文
庫
」
で
あ
る（

（
（

。
以
下
、
木
菟
麻

呂
借
用
の
書
籍
と
新
田
文
庫
所
収
書
籍
（（ 

）
は
池
田
作
成
「
第

一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録（

（（
（

」
の
整
理
記
号
）
と
の
対
応
を
記
す
。

『
閏
菊
目
録
』
別
紙
文
書

第
一
次
新
田
文
庫
目
録
（
整
理
記
号
）

百
首
贅
　々

壱
冊

百
首
贅
々
（E210

）

左
久
羅
帖　

壱
帖
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左
久
羅
帖
（
一
帖
）（E313/

帖38/275

）

画
觽　

壱
帖

画
觽
（E303

）

幽
人
先
生
反
古
録
（
樺
翁
先
生
輯
）
壱
冊

幽
人
先
生
反
古
録
（
寒
泉
輯
）（E198-1

（
（（
（

）

津
問　

壱
冊 

津
問
（
蕉
園
）（
抄
本
一
冊
）（E164

）

客
中
雑
詩
三
十
首 
蕉
園
先
生
自
筆 

壱
冊

客
中
三
十
首
（
未
定
稿
）（
一
冊
）（E306

）

国
字
牘　

欠
本　

3
冊

竹
山
先
生
国
字
牘
（
一･

五･
六
の
み
）

�

（
文
化
丙
子
瀧
栄
抄
本
）（E159

）

　

新
田
文
庫
本
の『
百
首
贅
々
』は
、
福
島
理
子
・
徳
原
茂
実
編『
百

首
贅
々
／
百
人
一
首
夷
曇
』（
和
泉
書
院
〈
百
人
一
首
注
釈
書
叢
刊

一
八
〉、
一
九
九
七
年
）
が
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
福
島

氏
解
題
に
よ
る
と
、
新
田
文
庫
本
は
も
と
清
水
中
洲
（
一
七
九
〇

～
一
八
六
七
）
の
所
蔵
で
、
中
洲
の
手
に
な
る
奥
書
に
は
懐
徳
堂

堂
主
（
並
河
寒
泉
）、
革
嶋
兵
庫
（
鷹
司
公
臣
下
）
を
介
し
て
本

書
を
関
白
鷹
司
政
通
の
閲
覧
に
供
し
た
旨
が
記
さ
れ
、
ま
た
革
嶋

兵
庫
か
ら
並
河
寒
泉
に
宛
て
た
本
書
の
返
却
遅
延
の
理
由
と
お
詫

び
と
を
記
し
た
書
状
が
添
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
奥
書
や

添
付
書
状
に
加
え
て
、
中
洲
と
寒
泉
と
が
極
め
て
親
密
な
友
人
関

係
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
書
は
中
洲
か
ら
寒
泉
の
所
蔵
に
帰
し

た
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
福
島
氏
解
題
に
よ
る
と
、
明
治
二

五
年
一
一
月
一
五
日
に
木
菟
麻
呂
は
『
百
首
贅
々
』
を
博
文
館
か

ら
活
版
で
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
底
本
と
さ
れ
た
も
の
は

こ
の
新
田
文
庫
本
で
あ
る
と
い
う
。『
閏
菊
目
録
』
別
紙
文
書
に

よ
る
と
、
木
菟
麻
呂
が
並
河
尚
総
か
ら
『
百
首
贅
々
』
を
借
用
し

た
の
は
明
治
二
五
年
一
月
一
六
日
で
、
活
版
本
の
出
版
の
十
ヶ
月

前
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
が
活
版
本
の
底
本
と
し
た
新
田
文
庫
本
と
、

並
河
尚
総
か
ら
借
用
し
た
並
河
家
伝
来
の
『
百
首
贅
々
』
と
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
の
対
照

し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
資
料
情
報
が
簡
略
な
の
で
確
定
的
な
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
同
一
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
し
が
た
い
。

　

な
お
、
本
目
録
中
で
は
借
用
の
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
資
料
の
中

に
も
、
新
田
文
庫
の
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
本
目
録
の
資
料
情
報
が
概
略
的
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
現
在
の
資
料
名
と
は
異
な
る
可
能
性
が
高
く
、
断
定
は
困

難
で
あ
る
が
、「
扶
桑
木
」（
本
目
録no.377

）
や
「
富
士
山
香
炉
」

（
同no.382

）
な
ど
は
、
新
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
扶
桑

木
板
」（E381

）、「
博
山
香
炉
」（E3

）
と
同
一
の
資
料
で
あ
る
可

能
性
は
高
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
木
菟
麻
呂
が
数
度
に
わ
た
り
、「
分
明
」
の
た
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〔
数
量
〕	

一
冊
（
①
目
録
、
②
別
紙
文
書
か
ら
な
る
）

〔
寸
法
〕	23.8

×16.0cm

〔
書
式
〕	

①
目
録
：
四
周
双
辺
、
有
界
、
九
行
、
線
魚
尾
の
印

刷
罫
紙
を
使
用
。
②
別
紙
文
書
：
四
周
単
辺
、
有
界
、

一
九
行
、
線
魚
尾
、
版
心
下
部
に
「
久
迩
宮
」
と
あ

る
印
刷
罫
紙
を
使
用（

（（
（

。

〔
内
題
〕	

「
並
河
潤
菊
家
傳
遺
物
目
録
」

〔
外
題
〕	

「
並
河
潤
菊
女
遺
物
諸
目
録
」
と
打
付
け
書
き
。

〔
奥
書
〕	

な
し
。

〔
印
記
〕	

表
紙
外
題
下
に
「
並
河
」。
表
紙
裏
に
受
入
印
「
天

理
図
書
館
／2365952

／
平
成
六
年
十
月
廿
二
日
」。

〔
装
丁
〕	

仮
綴
、
全
三
三
葉
（
①
表
紙
・
裏
表
紙
を
除
き
三
〇

葉
、
②
末
尾
白
紙
一
葉
を
除
き
三
葉
）

〔
蔵
書
票
〕
「125

／
並199

／107

」

〔
備
考
〕	

天
理
大
学
附
属
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
書
誌
詳
細
情
報

に
は
、「
出
版
事
項
：［
明
治
21
頃
］（1888

）」「
内
容
：

書
籍
ノ
部
、
掛
幅
軸
数
目
録
、
宗
伝
器
物
類
目
録
、

衣
服
類
ほ
か
。
各
物
品
名
の
下
に
「
並
河
総
」
の
印

押
捺
。　

巻
末
に
明
治
25
年
１
月
16
日
付
並
河
尚
総

宛
中
井
木
菟
麻
呂
借
用
書
あ
り
。　

付
：
明
治
22
年

大
阪
府
書
記
官
佐
藤
暢
差
出
庶
第2413

号
通
達
一

通
」
と
記
す
。
出
版
事
項
の
「
明
治
21
年
頃
」
と
は
、

め
に
並
河
家
と
遣
り
取
り
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

時
代
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
が
、（
一
）「
中
井
」
丸
印
押
印
時
点
、

（
二
）
借
用
書
（
別
紙
文
書
）
執
筆
時
点
、（
三
）
本
資
料
に
借
用

の
形
跡
は
な
い
が
、
新
田
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
資
料
を
借
用
し

た
時
点
、
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
三
度
以
上
、
木
菟
麻
呂
は
並
河

家
に
資
料
を
借
用
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
一
部
が
、
中
井
家
資
料

と
し
て
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
閏
菊
目
録
』は
、
懐
徳
堂
の
閉
校
以
後
、

中
井
家
と
は
別
に
並
河
寒
泉
が
保
存
継
承
し
、
閏
菊
そ
し
て
総
次

郎
へ
と
伝
え
ら
れ
た
懐
徳
堂
の
遺
書
遺
物
の
目
録
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
寒
泉
が
幕
末
維
新
の
混
乱
期
に
散
逸
を
防
ぎ
、
後
世
に
伝
え

た
と
さ
れ
る
資
料
の
具
体
的
な
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
目
録
に
載
せ
る
遺
書
遺
物
の
一
部
が
後
に
木
菟
麻
呂
の
所
蔵

と
な
り
、さ
ら
に
木
菟
麻
呂
か
ら
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。

ま
た
一
部
が
木
菟
麻
呂
の
後
、
中
井
終
子
か
ら
新
田
和
子
氏
へ
伝

え
ら
れ
、
さ
ら
に
新
田
和
子
氏
か
ら
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
へ
寄

贈
さ
れ
て
、
新
田
文
庫
と
し
て
収
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
閏
菊
目
録
』
は
、
幕
末
維
新
の
後
に
懐
徳

堂
の
遺
書
遺
物
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
た
の
か
を
知
る
う
え

で
価
値
の
あ
る
資
料
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、『
閏
菊
目
録
』
の
書
誌
情
報
を
記
す
。
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閏
菊
死
去
の
頃
の
成
立
と
す
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

湯
浅
邦
弘
編
著『
懐
徳
堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
一
年
）「
天

楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
」
の
項
（
一
二
五
頁
）
参
照
。
同
目
録
は
『
懐
徳
』

六
九
号
（
二
〇
〇
一
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

（
2
）	『
懐
徳
堂
事
典
』「
懐
徳
堂
蔵
書
目
」
の
項
（
一
九
三
頁
）
参
照
。

（
3
）	「
懷
德
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」（『
懐
徳
』
一
七
号
、
昭
和
一
四
〈
一

九
三
九
〉
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
4
）	

前
掲
注
２
参
照
。

（
5
）	『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
（
五
十
六
）「
懐
徳
堂
の
財
政
」
参
照
。

（
6
）	

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
第
一
次
新
田
文
庫
所
蔵
。
引
用
文
の
〔 

〕

は
引
用
者
に
よ
る
文
意
の
補
足
、（ 

）
は
同
じ
く
補
注
で
あ
る
。

（
7
）	

黒
江
一
郎「『
居
諸
録
』に
現
れ
た
崇
祖
の
精
神
と
二
三
の
日
向
人
」（『
宮

崎
大
学
学
芸
学
部
紀
要
（
人
文
学
部
）』
第
六
号
、
一
九
五
九
年
）
に
、

並
河
宗
家
の
血
筋
を
引
く
羽
倉
敬
尚
氏
の
教
示
と
し
て
見
え
る
。

（
8
）	

並
河
宗
家
は
本
名
に
代
々
「
尚
」
字
を
冠
す
。
尚
総
は
総
次
郎
で
あ
ろ

う
。

（
9
）	

新
田
文
庫
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
懐
徳
』
五
〇
号
（
一
九
八
〇
年
）
を

参
照
。
な
お
、
昭
和
五
八
年
に
も
寄
贈
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
は
「
第

二
次
新
田
文
庫
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

（
10
）	「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
２
０
０
４
』、

二
〇
〇
四
年
）、「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
（
続
）」（『
懐
徳
堂
セ

ン
タ
ー
報
２
０
０
５
』、
二
〇
〇
五
年
）

（
11
）	

履
軒
先
生
遺
文
雑
集
（
一
九
冊
一
帙
の
う
ち
一
冊
）

（
12
）	

久
邇
宮
家
は
伏
見
宮
家
か
ら
出
た
中
川
宮
朝
彦
親
王
が
明
治
に
な
っ
て

創
設
し
た
宮
家
。
京
都
並
河
宗
家
は
代
々
伏
見
宮
家
に
つ
か
え
る
儒
医

で
、
中
川
宮
は
並
河
尚
美
（
一
七
五
〇
～
一
八
二
九
）
の
家
で
生
ま
れ

養
育
さ
れ
る
な
ど
、
京
都
並
河
家
は
伏
見
宮
家
・
久
邇
宮
家
と
は
浅
か

ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
。

本
稿
執
筆
に
当
り
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
は
資
料
の
閲

覧
、
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
る
。

本
稿
は
平
成
25
年
度 

日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
変
革
期
に
お
け
る
大
坂
漢
学
の
研
究
―
懐
徳

堂
を
中
心
に
―
」（
課
題
番
号22520085

、
研
究
代
表
者
：
矢
羽

野
隆
男
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

1a
　

並
河

潤 マ
マ菊

家
傳

遺
物

目
録

　
　

書
籍

ノ
部

1
一

○
李

花
集

○
弐

冊
2

一
○

大
學

墨
搨

帖
○

壱
畳

3
一

○
樺

翁
老

人
古

稀
書

画
帖

○
壱

畳
○

4
一

○
方

正
學

先
生

集
○

拾
冊

5
一

○
大 マ

マ平
記

○
三

四
欠

弐
拾

冊
6

○
一

○
渕

鑑
類

函
目

録
○

全
71b

○
一

○
奠

陰
集

○
拾

壱
冊

8
一

○
四

書
五

経
不

全
書

○
八

冊
一

牛
験

之
箱

9
一

○
北

野
茶

會
記

○
全

10
一

○
質

疑
篇

○
全

11
一

○
言

忘 マ
マ晩

録
○

全
12

一
○

養
生

訓
○

八
冊

13
一

○
伊

洛
渕

源
録

○
八

冊
142a

一
○

柔
遠

録
○

八
冊

15
一

○
海

防
録

○
全

16
一

○
海

防
彙

議
○

九
冊

17
一

○
新

刊
用

字
格

○
四

冊
18

一
○

赤
穂

義
人

録
補

○
弐

冊
19

一
○

環
海

異
聞

○
八

冊

20
一

○
常

山
記

談
○

内
五

冊
闕

廿
五

冊
上

欄
外

書
入

「
三

 四
 五

 六
 十

 十
一

」
212b

一
○

世
説

○
二

冊
不

足
拾

冊

「
並
河
潤
菊
家
傳
遺
物
目
録
」
翻
刻

【
凡
例
】

・
原
本
は
縦
書
き
で
あ
る
が
、
書
誌
情
報
の
整
理
に
関
す
る
技
術

的
な
理
由
か
ら
横
書
き
に
改
め
た
。

・
漢
字
・
仮
名
の
字
体
は
、
で
き
る
だ
け
目
録
に
使
用
さ
れ
た
字

体
に
近
い
形
を
用
い
た
。

・
目
録
・
別
紙
文
書
所
載
の
遺
物
に
は
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

・
原
本
の
葉
数
は
半
葉
ご
と
に
区
切
っ
て
「
頁
」
欄
に
示
し
た
。

例
え
ば
、
３
ａ
、
５
ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
葉
オ
モ
テ
、
第
五
葉

ウ
ラ
の
意
味
で
あ
る
。

・
目
録
の
欄
外
に
は
、
圏
点
が
付
さ
れ
た
り
、「
中
井
」
と
刻
し

た
丸
印
、「
並
河
」と
刻
し
た
丸
印
が
押
さ
れ
た
り
す
る
。圏
点
・

中
井
丸
印
・
並
河
丸
印
の
あ
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欄
に

○
印
を
付
し
た
。

・
目
録
の
欄
内
に
は
、
遺
物
名
称
、
補
足
書
入
れ
、
数
量
を
記
す

ほ
か
、
遺
物
名
の
上
下
に
角
印
が
押
さ
れ
、
ま
た
圏
点
が
付
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
。
二
つ
の
角
印
の
う
ち
、
上
の
印
は
字
形
が

判
読
で
き
ず
「
某
印
」
と
し
た
。
下
の
印
は
「
並
河
総
」
と
刻

す
。
角
印
・
圏
点
の
あ
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欄
に
○
印

を
付
し
た
。「
某
印
」
の
印
影
は
図
の
通
り
で
あ
る
。
大
方
の

ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

・
目
録
の
欄
外
下
に
も
圏
点
を
付
す
も
の
が
あ
る
。
圏
点
の
あ
る

も
の
に
は
、
そ
の
欄
に
○
印
を
付
し
た
。

・
備
考
欄
に
は
、
目
録
の
欄
外
上
に
記
さ
れ
た
書
入
れ
や
、
翻
刻

者
に
よ
る
補
足
情
報
な
ど
を
記
し
た
。

・
目
録
部
分
の
備
考
欄
の
補
足
情
報
と
し
て
、
当
該
資
料
が
「
懐

徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」（『
懐
徳
』
17
号
）
所
載
の
資
料

と
対
応
す
る
も
の
に
は
同
目
録
の
通
番
号
を
記
し
た
（「
懐
水

遺
目
○
○
」
と
表
示
）。
ま
た
、
当
該
資
料
が
新
田
文
庫
所
収

の
資
料
と
対
応
す
る
も
の
に
は
、
池
田
作
成
「
第
一
次
新
田
文

庫
暫
定
目
録
」
の
整
理
記
号
を
記
し
た
（「E

○
○
」
と
表
示
）。

・
別
紙
文
書
部
分
の
備
考
欄
の
補
足
情
報
と
し
て
、
当
該
資
料
が

「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」
所
載
の
資
料
と
対
応
す
る

も
の
に
は
同
目
録
の
通
番
号
を
記
し
（「
懐
水
遺
目
○
○
」
と

表
示
）、
ま
た
新
田
文
庫
所
収
の
資
料
と
対
応
す
る
も
の
に
は
、図　「某印」印影

「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定

目
録
」
の
整
理
記
号
を
記

し
た
（E

○
○
と
表
示
）。

ま
た
当
該
資
料
が
目
録
部

分
に
見
え
る
も
の
に
は
本

目
録
の
通
番
号
を
記
し
た

（no.

○
○
と
表
示
）。
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

1a
　

並
河

潤 マ
マ菊

家
傳

遺
物

目
録

　
　

書
籍

ノ
部

1
一

○
李

花
集

○
弐

冊
2

一
○

大
學

墨
搨

帖
○

壱
畳

3
一

○
樺

翁
老

人
古

稀
書

画
帖

○
壱

畳
○

4
一

○
方

正
學

先
生

集
○

拾
冊

5
一

○
大 マ

マ平
記

○
三

四
欠

弐
拾

冊
6

○
一

○
渕

鑑
類

函
目

録
○

全
71b

○
一

○
奠

陰
集

○
拾

壱
冊

8
一

○
四

書
五

経
不

全
書

○
八

冊
一

牛
験

之
箱

9
一

○
北

野
茶

會
記

○
全

10
一

○
質

疑
篇

○
全

11
一

○
言

忘 マ
マ晩

録
○

全
12

一
○

養
生

訓
○

八
冊

13
一

○
伊

洛
渕

源
録

○
八

冊
142a

一
○

柔
遠

録
○

八
冊

15
一

○
海

防
録

○
全

16
一

○
海

防
彙

議
○

九
冊

17
一

○
新

刊
用

字
格

○
四

冊
18

一
○

赤
穂

義
人

録
補

○
弐

冊
19

一
○

環
海

異
聞

○
八

冊

20
一

○
常

山
記

談
○

内
五

冊
闕

廿
五

冊
上

欄
外

書
入

「
三

 四
 五

 六
 十

 十
一

」
212b

一
○

世
説

○
二

冊
不

足
拾

冊
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

22
一

○
近
思
録

○
弐
冊

23
一

○
百
品
考

○
二
編

弐
冊

24
一

○
梅
陰
詩
稿

○
弐
冊

25
一

○
雙
盡
書

○
壱
冊

26
一

○
同
彙
議
補

○
三
欠

拾
五
冊

27
一

○
瑣
語

○
弐
冊

28
一

○
博
愛
堂
集
古
印
譜

○
四
冊

29
○

一
○

大
日
本
史

○
一
二
九
十
〆
四
冊
欠

五
拾
七
冊

懐
水
遺
目
105

303a
一

○
日
本
文
鈔

○
三
冊

31
一

○
續
近
世
畸
人
傳

○
五
冊

32
一

○
百
品
考

○
弐
冊

33
一

○
桐
陽
詩
鈔

○
壱
冊

34
一

○
漂
民
筆
語

○
壱
冊

35
一

○
大
橋
上
書

○
壱
冊

大
橋
訥
庵
の
上
書
か

36
一

○
夷
舩
渡
来
諸
録

○
壱
冊

37
一

○
志
州
田
曾
清
船
漂
着
記

○
壱
冊

383b
一

○
弘
化
丙
午
閏
月
浦
賀
着
蠻
舩
記
○

壱
冊

39
一

○
仙
石
家
一
件
扣

○
壱
冊

40
一

○
仰
出
写

○
壱
冊

41
一

○
百
姓
治
郎
吉
女
房
 御
褒
美
一
件
○

壱
冊

42
一

○
壽
三
郎
書
翰

○
43

一
○

仙
臺
侯
蝦
夷
警
衛
録

○
壱
冊

44
一

○
英
吉
利
渡
来
應
接
始
末

○
壱
冊

45
一

○
大
塚
同
庵
海
防
議

○
壱
冊

464a
一

○
鎔
鐘
鑄
砲
令

○
壱
冊

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

47
一

○
書
翰
雑
聞
録

○
壱
冊

48
一

○
東
潛
夫
論

○
三
冊

49
一

○
橋
本
周
碩
上
水
府
書

○
壱
冊

50
一

○
川
勝
建
議

○
壱
冊

51
一

○
江
戸
幷
河
族
譜

○
壱
冊

52
一

○
家
祖
先
生
遺
牘

○
壱
冊

53
一

○
並
河
氏
畧
譜

○
壱
冊

544b
一

○
松
前
乃
消
息

○
全

55
一

○
五
ケ
国
見
聞
録

○
全

56
一

漂
巽
記
畧

○
上
下

57
一

○
墨
書
并
答
書

○
壱
冊

58
一

○
華
夷
對
話

○
全

59
一

○
蘭
舩
風
説

○
全

60
一

○
天
竺
物
語

○
全

61
一

○
謨
烏
爾
陳
情
書

○
上
下

625a
一

○
雑
聞
録

○
壱
冊

63
一

○
墨
約
俗
解

○
全

64
一

○
長
崎
對
話

○
全

65
一

○
安
蘭
風
抄

○
全

66
一

○
嘉
寅
聞
録

○
全

67
一

○
万
申
聞
録

○
全

68
一

○
慶
寅
聞
録

○
上
下

69
一

○
慶
卯
聞
録

○
全

705b
一

○
安
巳
聞
録

○
全

71
一

○
安
申
聞
録

○
上
下

72
一

○
文
酉
聞
録

○
全

73
一

○
文
亥
聞
録

○
五
冊

74
一

○
乙
卯
聞
録

○
全
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

22
一

○
近
思
録

○
弐
冊

23
一

○
百
品
考

○
二
編

弐
冊

24
一

○
梅
陰
詩
稿

○
弐
冊

25
一

○
雙
盡
書

○
壱
冊

26
一

○
同
彙
議
補

○
三
欠

拾
五
冊

27
一

○
瑣
語

○
弐
冊

28
一

○
博
愛
堂
集
古
印
譜

○
四
冊

29
○

一
○

大
日
本
史

○
一
二
九
十
〆
四
冊
欠

五
拾
七
冊

懐
水
遺
目
105

303a
一

○
日
本
文
鈔

○
三
冊

31
一

○
續
近
世
畸
人
傳

○
五
冊

32
一

○
百
品
考

○
弐
冊

33
一

○
桐
陽
詩
鈔

○
壱
冊

34
一

○
漂
民
筆
語

○
壱
冊

35
一

○
大
橋
上
書

○
壱
冊

大
橋
訥
庵
の
上
書
か

36
一

○
夷
舩
渡
来
諸
録

○
壱
冊

37
一

○
志
州
田
曾
清
船
漂
着
記

○
壱
冊

383b
一

○
弘
化
丙
午
閏
月
浦
賀
着
蠻
舩
記
○

壱
冊

39
一

○
仙
石
家
一
件
扣

○
壱
冊

40
一

○
仰
出
写

○
壱
冊

41
一

○
百
姓
治
郎
吉
女
房
 御
褒
美
一
件
○

壱
冊

42
一

○
壽
三
郎
書
翰

○
43

一
○

仙
臺
侯
蝦
夷
警
衛
録

○
壱
冊

44
一

○
英
吉
利
渡
来
應
接
始
末

○
壱
冊

45
一

○
大
塚
同
庵
海
防
議

○
壱
冊

464a
一

○
鎔
鐘
鑄
砲
令

○
壱
冊

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

47
一

○
書
翰
雑
聞
録

○
壱
冊

48
一

○
東
潛
夫
論

○
三
冊

49
一

○
橋
本
周
碩
上
水
府
書

○
壱
冊

50
一

○
川
勝
建
議

○
壱
冊

51
一

○
江
戸
幷
河
族
譜

○
壱
冊

52
一

○
家
祖
先
生
遺
牘

○
壱
冊

53
一

○
並
河
氏
畧
譜

○
壱
冊

544b
一

○
松
前
乃
消
息

○
全

55
一

○
五
ケ
国
見
聞
録

○
全

56
一

漂
巽
記
畧

○
上
下

57
一

○
墨
書
并
答
書

○
壱
冊

58
一

○
華
夷
對
話

○
全

59
一

○
蘭
舩
風
説

○
全

60
一

○
天
竺
物
語

○
全

61
一

○
謨
烏
爾
陳
情
書

○
上
下

625a
一

○
雑
聞
録

○
壱
冊

63
一

○
墨
約
俗
解

○
全

64
一

○
長
崎
對
話

○
全

65
一

○
安
蘭
風
抄

○
全

66
一

○
嘉
寅
聞
録

○
全

67
一

○
万
申
聞
録

○
全

68
一

○
慶
寅
聞
録

○
上
下

69
一

○
慶
卯
聞
録

○
全

705b
一

○
安
巳
聞
録

○
全

71
一

○
安
申
聞
録

○
上
下

72
一

○
文
酉
聞
録

○
全

73
一

○
文
亥
聞
録

○
五
冊

74
一

○
乙
卯
聞
録

○
全
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印
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一
○

政
談

○
四

冊
175

一
○

夢
ノ

志
路

○
拾

弐
冊
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

176
一

○
康
熙
字
典

○
和
本

全
部

177
一

○
写
本
逸
史

○
拾
三
冊

178
一

○
御
戦
場
啚

○
三
冊

179
一

○
系
圖

○
全

18012b
一

○
咏
歌
大
槩

○
弐
冊

181
一

○
南
山
巡
狩
録

○
弐
拾
冊

江
戸
中
期
の
国
学
者
・
大
草
公
弼

の
著

182
一

○
大
本
論
語

○
壱
冊

183
一

○
年
山
随
筆

○
四
冊

江
戸
中
期
の
国
学
者
・
安
藤
年
山

の
随
筆
か

184
一

○
吉
齋
漫
録

○
弐
冊

明
の
呉
廷
翰
の
著

185
○

一
○

履
軒
弊
帚

○
三
冊

懐
水
遺
目
223

186
一

○
竹
山
先
生
國
字
牘

○
三
冊

E159
187

一
○

秋
齋

○
全

18813a
○

一
○

石
窩
先
生
艸
稿

○
壱
冊

懐
水
遺
目
93

189
一

○
名
言
記

○
三
冊

190
一

○
西
山
遺
事

○
弐
冊

水
戸
の
安
積
覚
の
著

191
一

○
蛻
巖
先
生
文
集

○
壱
冊

192
一

○
史
記
年
表

○
全

193
一

○
誠
恵
君
年
記

○
三
冊

誠
恵
は
寒
泉
の
父
並
河
尚
誠
の
謚

194
一

○
高
嘉
嘱
録

○
全

195
一

○
親
鸞
國
字
傳

○
弐
冊

19613b
一

○
大
鳥
筆
記

○
三
冊

197
一

○
勇
功
記

○
弐
冊

198
一

○
翹
楚
篇

○
全

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

199
一

○
窓
ノ
す
さ
み

○
三
冊

200
一

○
筆
塤 カ
集

○
全

「
筆
」
は
「
篪
」
か
。
篪
集
は
寒

泉
編
輯
に
よ
る
中
井
碩
果
の
詩

文
集
。
塤
集
は
寒
泉
編
輯
に
よ

る
中
井
蕉
園
の
詩
文
集
。

201
一

○
白
氏
長
慶
集

○
全

202
一

○
唐
詩
正
聲

○
弐
冊

203
一

○
天
民
遺
言

○
壱
冊
欠

参
冊

20414a
一

○
禁
殿
屏
風
録

○
全

205
一

○
白
鹿
洞
書
院
掲
示

○
全

206
○

一
○

近
思
録

○
四
冊

207
一

○
匪
夷
犯
境
録

○
四
冊

208
一

○
國
語
定
本

○
五
冊

209
一

○
大
坂
所
傳
記

○
全

210
一

○
浪
速
上
古
啚
説

○
全

211
一

○
多
つ
た
考

○
全

21214b
一

○
家
庭
指
南

○
全

213
一

○
神
社
考

○
全

214
一

○
一
柳
家
記

○
全

215
一

○
金
城
聞
見
録

○
全

216
一

○
貞
丈
雑
記

○
弐
冊

217
一

○
國
語
韋
昭
注

○
五
冊

218
一

○
善
庵
随
筆

○
弐
冊

江
戸
中
期
の
儒
者
・
朝
川
鼎
の
著

219
一

○
壽
珉
録

○
全

22015a
一

○
春
秋
左
傳
系
譜

○
全

221
一

○
論
語
考
文

○
全

222
一

○
日
記
故
事
大
全

○
全

223
一

○
羣
書
類
集 マ
マ

○
四
拾
壱
冊

224
一

○
官
製 マ
マ沿
革
啚

○
全
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

176
一

○
康
熙
字
典

○
和
本

全
部

177
一

○
写
本
逸
史

○
拾
三
冊

178
一

○
御
戦
場
啚

○
三
冊

179
一

○
系
圖

○
全

18012b
一

○
咏
歌
大
槩

○
弐
冊

181
一

○
南
山
巡
狩
録

○
弐
拾
冊

江
戸
中
期
の
国
学
者
・
大
草
公
弼

の
著

182
一

○
大
本
論
語

○
壱
冊

183
一

○
年
山
随
筆

○
四
冊

江
戸
中
期
の
国
学
者
・
安
藤
年
山

の
随
筆
か

184
一

○
吉
齋
漫
録

○
弐
冊

明
の
呉
廷
翰
の
著

185
○

一
○

履
軒
弊
帚

○
三
冊

懐
水
遺
目
223

186
一

○
竹
山
先
生
國
字
牘

○
三
冊

E159
187

一
○

秋
齋

○
全

18813a
○

一
○

石
窩
先
生
艸
稿

○
壱
冊

懐
水
遺
目
93

189
一

○
名
言
記

○
三
冊

190
一

○
西
山
遺
事

○
弐
冊

水
戸
の
安
積
覚
の
著

191
一

○
蛻
巖
先
生
文
集

○
壱
冊

192
一

○
史
記
年
表

○
全

193
一

○
誠
恵
君
年
記

○
三
冊

誠
恵
は
寒
泉
の
父
並
河
尚
誠
の
謚

194
一

○
高
嘉
嘱
録

○
全

195
一

○
親
鸞
國
字
傳

○
弐
冊

19613b
一

○
大
鳥
筆
記

○
三
冊

197
一

○
勇
功
記

○
弐
冊

198
一

○
翹
楚
篇

○
全

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

199
一

○
窓
ノ
す
さ
み

○
三
冊

200
一

○
筆
塤 カ
集

○
全

「
筆
」
は
「
篪
」
か
。
篪
集
は
寒

泉
編
輯
に
よ
る
中
井
碩
果
の
詩

文
集
。
塤
集
は
寒
泉
編
輯
に
よ

る
中
井
蕉
園
の
詩
文
集
。

201
一

○
白
氏
長
慶
集

○
全

202
一

○
唐
詩
正
聲

○
弐
冊

203
一

○
天
民
遺
言

○
壱
冊
欠

参
冊

20414a
一

○
禁
殿
屏
風
録

○
全

205
一

○
白
鹿
洞
書
院
掲
示

○
全

206
○

一
○

近
思
録

○
四
冊

207
一

○
匪
夷
犯
境
録

○
四
冊

208
一

○
國
語
定
本

○
五
冊

209
一

○
大
坂
所
傳
記

○
全

210
一

○
浪
速
上
古
啚
説

○
全

211
一

○
多
つ
た
考

○
全

21214b
一

○
家
庭
指
南

○
全

213
一

○
神
社
考

○
全

214
一

○
一
柳
家
記

○
全

215
一

○
金
城
聞
見
録

○
全

216
一

○
貞
丈
雑
記

○
弐
冊

217
一

○
國
語
韋
昭
注

○
五
冊

218
一

○
善
庵
随
筆

○
弐
冊

江
戸
中
期
の
儒
者
・
朝
川
鼎
の
著

219
一

○
壽
珉
録

○
全

22015a
一

○
春
秋
左
傳
系
譜

○
全

221
一

○
論
語
考
文

○
全

222
一

○
日
記
故
事
大
全

○
全

223
一

○
羣
書
類
集 マ
マ

○
四
拾
壱
冊

224
一

○
官
製 マ
マ沿
革
啚

○
全
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

225
一

○
文

罫
○

全
226

一
○

道
灌

随
筆

○
全

227
一

○
幕

朝
年

中
行

事
歌

合
○

上
壱

冊
22815b

一
○

國
語

○
五

冊
229

一
○

養
生

論
○

壱
冊

230
一

○
禮

記
紀

聞
○

二
巻

不
足

拾
三

冊
231

一
○

書
経

金
丹

○
三

冊
232

一
○

明
律

解
○

七
冊

233
一

○
五

畿
内

史 マ
マ

○
二

十
四

冊
壱

箱
234

一
○

非
言

茶
話

○
上

下
室

鳩
巣

の
著

235
一

○
巖

渕
夜

話
○

上
下

江
戸

前
期

の
兵

学
者

・
大

道
寺

友
山

の
著

23616a
一

○
苟

且
獨

語
○

四
冊

著
者

未
詳

の
地

誌
237

一
○

礼
記

金
丹

○
九

冊
238

○
一

○
東

坡
集

○
八

冊
239

一
○

正
字

通
○

四
拾

冊
240

一
○

古
本

論
語

集
解

○
一

冊
　

以
上

　
蔵

書
　

　
惣

計
貳

百
三

拾
九

目
録

　
　

掛
幅

軸
数

目
録

24116b
一

○
成

良
王

御
咏

○
壱

箱
○

○
鎌

倉
－

南
北

朝
期

の
皇

族

242
○

一
○

文
麗

大
洲

老
侯

画
○

加
藤

文
麗

、
名

泰
都

、 
任

伊
豫

守
、

江
戸

人
一

箱
○

○
上

欄
外

書
入「

谷
文

晁
ノ

師
ナ

リ
」

243
一

○
朝

鮮
明

李
如

松
書

大
幅

○
一

箱
○

244
○

○
一

○
誠

所
天

民
孝

恭
三

先
生

俗
牒続

○
三

幅
一

箱
○

○

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

245
○

一
○

源
義

家
望

雁
図

○
中

井
藍

江
画

、 
蕉

園
先

生
賛

一
箱

○
平

成
8

年
度

に
懐

徳
堂

記
念

会
が

購
入

し
て

収
集

。「
中

井
藍

江
筆

、中
井

蕉
園

賛
『

騎
馬

武
者

図
』

一
幅

」『
懐

徳
』

65
号

彙
報

246
一

○
竹

山
蕉

園
両

先
生

答
先

子
牒続

○
一

箱

247
○

一
○

五
孝

子
傳

○
画

一
鷺

菴
幽

甫
守

維 マ
マ

詞
一

幅
○

248
一

○
閬

苑
獅

子
牡

丹
図

○
一

幅
○

24917a
○

一
○

岳
公

自
賛

○
中

井
藍

江
ノ

画
一

幅
250

一
○

鳩
巣

先
生

俗
牒続

○
一

幅
○

○
251

○
一

○
鷲

尾
亜

相
藤

公
賜

詠
○

一
箱

○
○

252
○

一
○

阪
府

西
尹

久
須

美
君

竹
自

画
自

讃
○

一
箱

○
○

253
一

○
蕉

園
先

生
寒

濤
楼

記
○

一
箱

○
254

○
○

一
○

関
月

千
破

城
画

○
履

軒
先

生
賛

一
箱

○
○

255
一

○
誠

所
先

生
懐

紙
○

一
箱

256
○

一
○

大
石

山
科

寓
居

証
書

○
三

通
○

上
欄

外
書

入
「

義
士

」
25717b

○
一

○
劉

玄
徳

携
艸

鞋
図

○
一

幅
○

258
一

○
竹

山
自

作
元

日
詩

○
一

幅
○

259
○

一
○

猿
峯

復
讐

象
外

画
○

履
軒

先
生

賛
　

壱
幅

○
懐

水
遺

目
132

260
一

○
樂

翁
大

公
寶

舩
国

雅
○

文
泉

画
一

幅
○

261
○

一
○

懐
徳

堂
記

草
稿

○
一

幅
○

262
○

一
○

石
大

夫
與

寺
井

玄
渓

書
○

一
幅

○
上

欄
外

書
入

「
義

士
」

263
一

○
蕉

園
先

生
新

竹
古

詩
○

一
幅

○
264

一
○

伏
水

王
賜
牒続

○
一

幅
○

26518a
一

○
豹

圖
○

柳
河

画
某

古
写

一
幅

○
○

266
一

○
小

児
曳

翫
母

之
緡

銭
図

○
竹

山
先

生
賛

一
幅

○
267

一
○

松 マ
村 マ

喜
兵

衛
書

状
○

一
幅

○
上

欄
外

書
入

「
義

士
」

268
○

一
○

萬
年

先
生

山
静

一
行

○
一

箱
○

○
269

一
○

五
井

先
生

扇
面

○
一

箱
○
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

225
一

○
文

罫
○

全
226

一
○

道
灌

随
筆

○
全

227
一

○
幕

朝
年

中
行

事
歌

合
○

上
壱

冊
22815b

一
○

國
語

○
五

冊
229

一
○

養
生

論
○

壱
冊

230
一

○
禮

記
紀

聞
○

二
巻

不
足

拾
三

冊
231

一
○

書
経

金
丹

○
三

冊
232

一
○

明
律

解
○

七
冊

233
一

○
五

畿
内

史 マ
マ

○
二

十
四

冊
壱

箱
234

一
○

非
言

茶
話

○
上

下
室

鳩
巣

の
著

235
一

○
巖

渕
夜

話
○

上
下

江
戸

前
期

の
兵

学
者

・
大

道
寺

友
山

の
著

23616a
一

○
苟

且
獨

語
○

四
冊

著
者

未
詳

の
地

誌
237

一
○

礼
記

金
丹

○
九

冊
238

○
一

○
東

坡
集

○
八

冊
239

一
○

正
字

通
○

四
拾

冊
240

一
○

古
本

論
語

集
解

○
一

冊
　

以
上

　
蔵

書
　

　
惣

計
貳

百
三

拾
九

目
録

　
　

掛
幅

軸
数

目
録

24116b
一

○
成

良
王

御
咏

○
壱

箱
○

○
鎌

倉
－

南
北

朝
期

の
皇

族

242
○

一
○

文
麗

大
洲

老
侯

画
○

加
藤

文
麗

、
名

泰
都

、 
任

伊
豫

守
、

江
戸

人
一

箱
○

○
上

欄
外

書
入「

谷
文

晁
ノ

師
ナ

リ
」

243
一

○
朝

鮮
明

李
如

松
書

大
幅

○
一

箱
○

244
○

○
一

○
誠

所
天

民
孝

恭
三

先
生

俗
牒続

○
三

幅
一

箱
○

○

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

245
○

一
○

源
義

家
望

雁
図

○
中

井
藍

江
画

、 
蕉

園
先

生
賛

一
箱

○
平

成
8

年
度

に
懐

徳
堂

記
念

会
が

購
入

し
て

収
集

。「
中

井
藍

江
筆

、中
井

蕉
園

賛
『

騎
馬

武
者

図
』

一
幅

」『
懐

徳
』

65
号

彙
報

246
一

○
竹

山
蕉

園
両

先
生

答
先

子
牒続

○
一

箱

247
○

一
○

五
孝

子
傳

○
画

一
鷺

菴
幽

甫
守

維 マ
マ

詞
一

幅
○

248
一

○
閬

苑
獅

子
牡

丹
図

○
一

幅
○

24917a
○

一
○

岳
公

自
賛

○
中

井
藍

江
ノ

画
一

幅
250

一
○

鳩
巣

先
生

俗
牒続

○
一

幅
○

○
251

○
一

○
鷲

尾
亜

相
藤

公
賜

詠
○

一
箱

○
○

252
○

一
○

阪
府

西
尹

久
須

美
君

竹
自

画
自

讃
○

一
箱

○
○

253
一

○
蕉

園
先

生
寒

濤
楼

記
○

一
箱

○
254

○
○

一
○

関
月

千
破

城
画

○
履

軒
先

生
賛

一
箱

○
○

255
一

○
誠

所
先

生
懐

紙
○

一
箱

256
○

一
○

大
石

山
科

寓
居

証
書

○
三

通
○

上
欄

外
書

入
「

義
士

」
25717b

○
一

○
劉

玄
徳

携
艸

鞋
図

○
一

幅
○

258
一

○
竹

山
自

作
元

日
詩

○
一

幅
○

259
○

一
○

猿
峯

復
讐

象
外

画
○

履
軒

先
生

賛
　

壱
幅

○
懐

水
遺

目
132

260
一

○
樂

翁
大

公
寶

舩
国

雅
○

文
泉

画
一

幅
○

261
○

一
○

懐
徳

堂
記

草
稿

○
一

幅
○

262
○

一
○

石
大

夫
與

寺
井

玄
渓

書
○

一
幅

○
上

欄
外

書
入

「
義

士
」

263
一

○
蕉

園
先

生
新

竹
古

詩
○

一
幅

○
264

一
○

伏
水

王
賜
牒続

○
一

幅
○

26518a
一

○
豹

圖
○

柳
河

画
某

古
写

一
幅

○
○

266
一

○
小

児
曳

翫
母

之
緡

銭
図

○
竹

山
先

生
賛

一
幅

○
267

一
○

松 マ
村 マ

喜
兵

衛
書

状
○

一
幅

○
上

欄
外

書
入

「
義

士
」

268
○

一
○

萬
年

先
生

山
静

一
行

○
一

箱
○

○
269

一
○

五
井

先
生

扇
面

○
一

箱
○
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

270
一

○
燕

沢
碑

里
末

清
俊

書
墨

搨
○

一
幅

271
一

○
鷹

司
関

白
政

通
公

自
画

讃
○

一
幅

272
一

○
竹

山
先

生
寄

竹
和

歌
○

一
幅

○
27318b

○
一

○
大

石
大

夫
書
牒続

○
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

義
士

」
274

○
一

○
楠

政
季

俗
牒続

○
一

幅
○

275
一

○
馬

杦
亨

安
靏

宿
枩

和
歌

○
翁

時
歳

九
十

三
一

幅
○

馬
杉

亨
安

は
京

都
の

歌
人

276
○

一
○

竹
山

先
生

福
壽

艸
詩

○
一

幅
○

懐
水

遺
目

129
277

○
一

○
文

明
先

生
書
牒続

○
一

幅
○

○
278

一
○

望
玉

蟾
梅

画
○

堀
南

湖
賛

一
箱

○
○

279
一

○
藍

江
飜

蛇
紙

画
○

一
○

280
一

○
西

洞
院

風
月

老
公

賜
書

○
一

幅
○

28119a
一

○
蔀

関
月

葡
萄

画
○

一
幅

○
282

一
○

履
軒

先
生

屏
風

歌
○

古
歌

一
幅

283
○

一
○

周
峯

蘭
画

○
周

峯
、

字
貴

信
、

号
鐘

 
秀

齋
、

浪
華

人
、

有
画

名
一

幅
○

○

284
○

○
一

○
狙

仙
狙

画
○

森
祖

仙
、

名
守

象
、 

字
叔

牙
、

浪
華

人
、 

能
畫

猿
一

幅
○

○

285
一

○
藍

江
年

魚
画

○
一

幅
286

一
○

観
瀾

先
生

文
○

一
幅

287
一

○
神

護
寺

鐘
銘

○
一

部
288

一
○

華
胥

國
門

額
○

一
箱

E1
28919b

一
○

竹
山

先
生

破
幅

○
一

幅
○

290
一

○
蕉

園
先

生
詩

○
一

幅
○

291
一

○
巨

川
先

生
咏

○
一

幅
○

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

292
一

○
三

宅
先

生
書

○
一

幅
○

293
一

○
油

巷
従

一
位

隆
前

御
和

歌
○

一
幅

○
○

油
小

路
隆

前
294

一
○

小
戎

図
○

一
幅

○
○

295
○

○
一

○
明

汪
海

雲
画

○
汪

肇
、

字
徳

初
、 

号
海

雲
一

幅
○

296
一

○
羅

山
先

生
国
牒続

○
一

幅
○

29720a
一

○
阿

童
誕

生
の

賀
詩

○
一

幅

298
一

○
朱

文
公

肖
像

○
左

近
衛

将
監

土
佐

 
中

興
之

祖
光

起
ノ

筆
、 

落
髪

号
常

昭
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

光
孚

七
世

ノ
祖

」

299
一

○
官

賞
命

辭
○

一
幅

300
一

○
福

富
艸

紙
○

二
巻

○
301

○
一

○
加

藤
清

正
公

肖
像

○
一

枚
○

302
一

○
秋

田
款

冬
葉

打
摺

写
○

一
枚

303
一

○
御

船 カ
宝

来
之

図
○

一
枚

304
一

○
関

羽
之

肖
像

○
一

枚
30520b

一
○

石
大

夫
万

夜
遊

之
図

○
一

枚
306

一
○

孝
女

ハ
つ

像
○

一
枚

307
一

○
竹

山
先

生
書

○
七

枚
308

○
一

○
万

国
一

覧
○

一
箱

○
309

一
○

探
冊

掛
○

軸
数

惣
六

十
二

幅
一

幅
310

一
○

釋
尊

図
○

一
巻

311
一

○
鳥

居
強

右
衛

門
図

○
一

枚
312

一
○

雷
鼠

之
図

○
一

枚
31321a

一
○

祖
来

詩
会

之
図

○
一

枚
○

祖
来

は
徂

徠
か

314
一

○
山

水
之

図
○

一
枚

315
○

一
○

孝
子

万
吉

像
○

一
枚
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

270
一

○
燕

沢
碑

里
末

清
俊

書
墨

搨
○

一
幅

271
一

○
鷹

司
関

白
政

通
公

自
画

讃
○

一
幅

272
一

○
竹

山
先

生
寄

竹
和

歌
○

一
幅

○
27318b

○
一

○
大

石
大

夫
書
牒続

○
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

義
士

」
274

○
一

○
楠

政
季

俗
牒続

○
一

幅
○

275
一

○
馬

杦
亨

安
靏

宿
枩

和
歌

○
翁

時
歳

九
十

三
一

幅
○

馬
杉

亨
安

は
京

都
の

歌
人

276
○

一
○

竹
山

先
生

福
壽

艸
詩

○
一

幅
○

懐
水

遺
目

129
277

○
一

○
文

明
先

生
書
牒続

○
一

幅
○

○
278

一
○

望
玉

蟾
梅

画
○

堀
南

湖
賛

一
箱

○
○

279
一

○
藍

江
飜

蛇
紙

画
○

一
○

280
一

○
西

洞
院

風
月

老
公

賜
書

○
一

幅
○

28119a
一

○
蔀

関
月

葡
萄

画
○

一
幅

○
282

一
○

履
軒

先
生

屏
風

歌
○

古
歌

一
幅

283
○

一
○

周
峯

蘭
画

○
周

峯
、

字
貴

信
、

号
鐘

 
秀

齋
、

浪
華

人
、

有
画

名
一

幅
○

○

284
○

○
一

○
狙

仙
狙

画
○

森
祖

仙
、

名
守

象
、 

字
叔

牙
、

浪
華

人
、 

能
畫

猿
一

幅
○

○

285
一

○
藍

江
年

魚
画

○
一

幅
286

一
○

観
瀾

先
生

文
○

一
幅

287
一

○
神

護
寺

鐘
銘

○
一

部
288

一
○

華
胥

國
門

額
○

一
箱

E1
28919b

一
○

竹
山

先
生

破
幅

○
一

幅
○

290
一

○
蕉

園
先

生
詩

○
一

幅
○

291
一

○
巨

川
先

生
咏

○
一

幅
○

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

292
一

○
三

宅
先

生
書

○
一

幅
○

293
一

○
油

巷
従

一
位

隆
前

御
和

歌
○

一
幅

○
○

油
小

路
隆

前
294

一
○

小
戎

図
○

一
幅

○
○

295
○

○
一

○
明

汪
海

雲
画

○
汪

肇
、

字
徳

初
、 

号
海

雲
一

幅
○

296
一

○
羅

山
先

生
国
牒続

○
一

幅
○

29720a
一

○
阿

童
誕

生
の

賀
詩

○
一

幅

298
一

○
朱

文
公

肖
像

○
左

近
衛

将
監

土
佐

 
中

興
之

祖
光

起
ノ

筆
、 

落
髪

号
常

昭
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

光
孚

七
世

ノ
祖

」

299
一

○
官

賞
命

辭
○

一
幅

300
一

○
福

富
艸

紙
○

二
巻

○
301

○
一

○
加

藤
清

正
公

肖
像

○
一

枚
○

302
一

○
秋

田
款

冬
葉

打
摺

写
○

一
枚

303
一

○
御

船 カ
宝

来
之

図
○

一
枚

304
一

○
関

羽
之

肖
像

○
一

枚
30520b

一
○

石
大

夫
万

夜
遊

之
図

○
一

枚
306

一
○

孝
女

ハ
つ

像
○

一
枚

307
一

○
竹

山
先

生
書

○
七

枚
308

○
一

○
万

国
一

覧
○

一
箱

○
309

一
○

探
冊

掛
○

軸
数

惣
六

十
二

幅
一

幅
310

一
○

釋
尊

図
○

一
巻

311
一

○
鳥

居
強

右
衛

門
図

○
一

枚
312

一
○

雷
鼠

之
図

○
一

枚
31321a

一
○

祖
来

詩
会

之
図

○
一

枚
○

祖
来

は
徂

徠
か

314
一

○
山

水
之

図
○

一
枚

315
○

一
○

孝
子

万
吉

像
○

一
枚
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

316
一

○
孔

聖
像

○
秀

信
筆

 
秀

信
、

柳
雪

齋
ト

 
号

シ
、

外
記

ト
称

ス
、 

三
宅

尚
齋

賛
一

枚
○

上
欄

外
書

入
「

狩
野

柳
雪

秀
信

、 
寛

文
十

二
年

七
月

十
一

日
卒

ス
」

317
一

○
多

賀
城

碑
石

摺
○

一
枚

318
一

○
郡

国
之

図
○

一
箱

319
一

○
桜

帖
○

一
畳

320
一

○
画

觽
○

一
畳

32121b
○

一
○

反
古

帛
帖

○
二

畳
322

一
○

聆
濤

閣
帖

○
第

一
一

畳
323

一
○

雑
著

合
巻

○
共

二
冊

324
一

○
寒

濤
額

○
一

掲
325

一
○

探
冊

箱
○

一
箇

326
○

一
○

襄
陽

帖
○

一
畳

懐
水

遺
目

306
327

一
○

本
朝

往
古

沿
革

圖
説

○
一

畳
328

○
一

○
萬

年
先

生
緩

歩
帖

○
一

畳
懐

水
遺

目
305

32922a
一

○
休

復
額

○
一

掲
○

330
一

○
武

經
○

一
部

　
　

以
上

　
　

文
書

画
題

二
拾

九
名

　
　

家
傳

器
物

類
目

録
331

一
○

一
閑

張
大

几
案

○
一

脚
332

一
○

講
書

几
○

一
脚

33322b
一

○
大

硯
○

一
泓

334
一

○
自

然
石

硯
○

一
泓

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

335
一

○
帯

剣
○

長
短

三
腰

336
一

○
居

合
刀

○
一

腰
337

一
○

剣
術

稽
古

具
足

○
一

筒
338

一
○

真
鍮

几
上

置
獨

䑓
○

一
個

339
一

○
行

燈
銅

油
皿

三
ツ銅

享
カ盆

○
一

枚
340

一
○

染
付

伊
万

里
重

箱
○

箱
破

損
34123a

一
○

潤
色

塗
吸

物
椀

○
十

人
前

一
箱

342
一

○
桐

几
案

○
一

脚
343

一
○

見
書

几
○

引
出

付
一

脚
344

一
○

中
硯

○
一

泓
345

一
○

古
銅

獣
形

小
滴

○
一

箇
346

一
○

懐
剣

○
一

帯
○

347
一

○
木

刀
○

一
握

山
崎

賽
假

借
 

請
未

反
二

本

348
一

○
大

石
大

夫
剣

意
自

由
燭

○
一

本
34923b

一
○

鐡
長

短
文

鎮
○

共
五

350
一

○
武

力
油

次
添

○
351

一
○

茶
呑

碗
○

十
人

前
一

箱
352

一
○

鯛
染

付
焼

魚
皿

○
十

人
前

一
箱

353
一

○
色

絵
陶

徳
利

○
一

本
354

一
○

猪
口

二
ツ

入
○

一
箱

355
一

○
登

龍
銚

子
○

一
箱

356
一

○
縁

覆
輪

魚
皿

○
九

枚
35724a

一
○

猪
口

類
種

々
合

数
○

十
四

358
一

○
木

皿
○

大
小

共
二

十
359

一
○

古
茶

碗
入

○
一

箱
360

一
○

硝
子

菓
子

盆
○

一
箱

361
一

○
紫

泥
焼

振
出

壺
○

一
箱
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頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

316
一

○
孔

聖
像

○
秀

信
筆

 
秀

信
、

柳
雪

齋
ト

 
号

シ
、

外
記

ト
称

ス
、 

三
宅

尚
齋

賛
一

枚
○

上
欄

外
書

入
「

狩
野

柳
雪

秀
信

、 
寛

文
十

二
年

七
月

十
一

日
卒

ス
」

317
一

○
多

賀
城

碑
石

摺
○

一
枚

318
一

○
郡

国
之

図
○

一
箱

319
一

○
桜

帖
○

一
畳

320
一

○
画

觽
○

一
畳

32121b
○

一
○

反
古

帛
帖

○
二

畳
322

一
○

聆
濤

閣
帖

○
第

一
一

畳
323

一
○

雑
著

合
巻

○
共

二
冊

324
一

○
寒

濤
額

○
一

掲
325

一
○

探
冊

箱
○

一
箇

326
○

一
○

襄
陽

帖
○

一
畳

懐
水

遺
目

306
327

一
○

本
朝

往
古

沿
革

圖
説

○
一

畳
328

○
一

○
萬

年
先

生
緩

歩
帖

○
一

畳
懐

水
遺

目
305

32922a
一

○
休

復
額

○
一

掲
○

330
一

○
武

經
○

一
部

　
　

以
上

　
　

文
書

画
題

二
拾

九
名

　
　

家
傳

器
物

類
目

録
331

一
○

一
閑

張
大

几
案

○
一

脚
332

一
○

講
書

几
○

一
脚

33322b
一

○
大

硯
○

一
泓

334
一

○
自

然
石

硯
○

一
泓

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

335
一

○
帯

剣
○

長
短

三
腰

336
一

○
居

合
刀

○
一

腰
337

一
○

剣
術

稽
古

具
足

○
一

筒
338

一
○

真
鍮

几
上

置
獨

䑓
○

一
個

339
一

○
行

燈
銅

油
皿

三
ツ銅

享
カ盆

○
一

枚
340

一
○

染
付

伊
万

里
重

箱
○

箱
破

損
34123a

一
○

潤
色

塗
吸

物
椀

○
十

人
前

一
箱

342
一

○
桐

几
案

○
一

脚
343

一
○

見
書

几
○

引
出

付
一

脚
344

一
○

中
硯

○
一

泓
345

一
○

古
銅

獣
形

小
滴

○
一

箇
346

一
○

懐
剣

○
一

帯
○

347
一

○
木

刀
○

一
握

山
崎

賽
假

借
 

請
未

反
二

本

348
一

○
大

石
大

夫
剣

意
自

由
燭

○
一

本
34923b

一
○

鐡
長

短
文

鎮
○

共
五

350
一

○
武

力
油

次
添

○
351

一
○

茶
呑

碗
○

十
人

前
一

箱
352

一
○

鯛
染

付
焼

魚
皿

○
十

人
前

一
箱

353
一

○
色

絵
陶

徳
利

○
一

本
354

一
○

猪
口

二
ツ

入
○

一
箱

355
一

○
登

龍
銚

子
○

一
箱

356
一

○
縁

覆
輪

魚
皿

○
九

枚
35724a

一
○

猪
口

類
種

々
合

数
○

十
四

358
一

○
木

皿
○

大
小

共
二

十
359

一
○

古
茶

碗
入

○
一

箱
360

一
○

硝
子

菓
子

盆
○

一
箱

361
一

○
紫

泥
焼

振
出

壺
○

一
箱
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

362
一

○
古

銅
象

眼
火

入
○

壱
ツ

363
一

○
葵

章
釜

焼
付

猪
口

○
一

箱
364

一
○

墨
塗

盃
臺

朱
盃

添
○

一
具

36524b
一

○
土

器
○

一
箱

366
一

○
吸

物
膳

○
五

枚
367

一
○

新
庵

茶
呑

碗
○

二
十

人
前

一
箱

368
一

○
土

器
菓

子
皿

○
一

箇
369

一
○

嵐
山

焼
菓

子
盆

○
一

箱
370

一
○

色
蒔

絵
菓

子
盆

○
一

箱
371

一
○

桑
引

出
付

提
烟

草
盆

○
一

372
一

○
錫

水
呑

○
一

箱
37325a

一
○

天
目

臺
○

一
ツ

374
一

○
蒲

池
焼

火
鉢

○
一

箱
375

一
○

張
貫

八
角

墨
塗

銘
々

盆
○

一
箱

376
一

○
扶

桑
木

○
一

箱
○

E381
377

一
○

琉
球

製
印

箱
○

一
提

378
一

○
赤

楽
茶

碗
○

川
東

香
盆

二
ツ

、 
蓋

金
一

ツ
入

一
箱

379
一

○
茶

碗
○

一
箱

380
一

○
銅

鑵
水

指
○

一
箱

38125b
一

○
富

士
山

香
炉

○
一

箱
E3

382
一

○
探

冊
掛

○
一

箱
383

一
○

楽
焼

盃
臺

○
一

ツ
384

一
○

蒲
池

焼
火

入
○

二
ツ

一
箱

385
一

○
蒔

絵
袂

行
厨

○
一

ツ

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

386
一

○
外
桑
内
桐
引
箱
印
入

○
一
提

387
一

○
節
木
形
陶
水
指

○
七
十
二
翁 カ
陶
白 カ
鵑 カ
連

箱
破
損

388
一

○
茶
碗

○
二
ツ
入

一
箱

38926a
一

○
貫
之
古
梅
香
盆

○
一
ツ

箱
破
損

390
一

○
銅
鑵
小
湯
錐

○
一
ツ

391
一

○
蟻
ノ
香
炉

○
一
箱

392
一

○
探
冊
挟

○
二
種

393
一

○
琉
球
朱
雲
箱

○
内
反
故
紙
入

一
箱

394
一

○
薩
摩
華
縁
菓
子
盆

○
一
枚

395
一

○
乾
堂
作
楽
花
生

○
一
ツ

396
一

○
武
力
小
菓
子
入

○
一
ツ

39726b
一

○
墨
香

○
一
ツ

398
一

○
反
古
紙
入
手
箱

○
六
ツ

399
一

○
小
形
柳
枝
籠
挟
箱

○
一
荷

400
一

○
小
長
持

内
種ゝ
入

401
一

○
挑
灯
箱

○
内
古
提
灯
抔
入

三
ツ

402
一

○
桐
胴
園 マ

マ火
鉢

○
五
徳
鉄
瓶
火
挟
添

403
一

○
拂
子
　

○
白
大

一
箇

404
一

○
楽
焼
菓
子
入

○
一
ツ

40527a
一

○
黄
薬
手
建
水

○
壱
ツ

406
一

○
焼
貫
灰
炮

○
壱
ツ

407
一

○
書
爛
紙
種
入々

○
一
櫃

408
一

○
柳
條
筆

○
古
裂
在
中

弐
ツ

409
一

○
古
半
櫃

○
内
品
物
入

壱
ツ

410
一

○
唐
石
茶
碗

○
壱
ツ

411
一

○
爐
助
炭

○
壱
ツ

412
一

○
籠
炭
斗

○
弐
ツ

41327b
一

○
桐
引
几
床

○
壱
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

362
一

○
古

銅
象

眼
火

入
○

壱
ツ

363
一

○
葵

章
釜

焼
付

猪
口

○
一

箱
364

一
○

墨
塗

盃
臺

朱
盃

添
○

一
具

36524b
一

○
土

器
○

一
箱

366
一

○
吸

物
膳

○
五

枚
367

一
○

新
庵

茶
呑

碗
○

二
十

人
前

一
箱

368
一

○
土

器
菓

子
皿

○
一

箇
369

一
○

嵐
山

焼
菓

子
盆

○
一

箱
370

一
○

色
蒔

絵
菓

子
盆

○
一

箱
371

一
○

桑
引

出
付

提
烟

草
盆

○
一

372
一

○
錫

水
呑

○
一

箱
37325a

一
○

天
目

臺
○

一
ツ

374
一

○
蒲

池
焼

火
鉢

○
一

箱
375

一
○

張
貫

八
角

墨
塗

銘
々

盆
○

一
箱

376
一

○
扶

桑
木

○
一

箱
○

E381
377

一
○

琉
球

製
印

箱
○

一
提

378
一

○
赤

楽
茶

碗
○

川
東

香
盆

二
ツ

、 
蓋

金
一

ツ
入

一
箱

379
一

○
茶

碗
○

一
箱

380
一

○
銅

鑵
水

指
○

一
箱

38125b
一

○
富

士
山

香
炉

○
一

箱
E3

382
一

○
探

冊
掛

○
一

箱
383

一
○

楽
焼

盃
臺

○
一

ツ
384

一
○

蒲
池

焼
火

入
○

二
ツ

一
箱

385
一

○
蒔

絵
袂

行
厨

○
一

ツ

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

386
一

○
外
桑
内
桐
引
箱
印
入

○
一
提

387
一

○
節
木
形
陶
水
指

○
七
十
二
翁 カ
陶
白 カ
鵑 カ
連

箱
破
損

388
一

○
茶
碗

○
二
ツ
入

一
箱

38926a
一

○
貫
之
古
梅
香
盆

○
一
ツ

箱
破
損

390
一

○
銅
鑵
小
湯
錐

○
一
ツ

391
一

○
蟻
ノ
香
炉

○
一
箱

392
一

○
探
冊
挟

○
二
種

393
一

○
琉
球
朱
雲
箱

○
内
反
故
紙
入

一
箱

394
一

○
薩
摩
華
縁
菓
子
盆

○
一
枚

395
一

○
乾
堂
作
楽
花
生

○
一
ツ

396
一

○
武
力
小
菓
子
入

○
一
ツ

39726b
一

○
墨
香

○
一
ツ

398
一

○
反
古
紙
入
手
箱

○
六
ツ

399
一

○
小
形
柳
枝
籠
挟
箱

○
一
荷

400
一

○
小
長
持

内
種ゝ
入

401
一

○
挑
灯
箱

○
内
古
提
灯
抔
入

三
ツ

402
一

○
桐
胴
園 マ

マ火
鉢

○
五
徳
鉄
瓶
火
挟
添

403
一

○
拂
子
　

○
白
大

一
箇

404
一

○
楽
焼
菓
子
入

○
一
ツ

40527a
一

○
黄
薬
手
建
水

○
壱
ツ

406
一

○
焼
貫
灰
炮

○
壱
ツ

407
一

○
書
爛
紙
種
入々

○
一
櫃

408
一

○
柳
條
筆

○
古
裂
在
中

弐
ツ

409
一

○
古
半
櫃

○
内
品
物
入

壱
ツ

410
一

○
唐
石
茶
碗

○
壱
ツ

411
一

○
爐
助
炭

○
壱
ツ

412
一

○
籠
炭
斗

○
弐
ツ

41327b
一

○
桐
引
几
床

○
壱
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

414
一

○
陣
笠

○
二
蓋

415
○

一
○

木
司
令

○
壱
掛

懐
水
遺
目
174

416
一

○
厘
等
秤
科

○
壱
棹

417
一

○
詩
仙
堂
竹
花
生

○
壱
筒

418
一

○
黒
塗
花
板

○
壱
枚

419
一

○
狭
山
池
樋
釘

○
壱
本

420
一

○
藜
杖

○
壱
本

42128a
一

○
枕
屏
風

○
六
枚
折

一
片

422
一

○
鏡
立
鏡

○
二
面
添

423
一

○
橡
樢
吐
茶
碗

○
壱
具

424
一

○
肴
籠

○
内
物
入

壱
包

425
一

○
桑
孤
矢
掛
板

○
壱
枚

426
一

○
茶
杓

○
弐
筒

427
一

○
藤
魚
盆

○
壱
枚

428
一

○
淀
車
釣
瓶
花
生

○
壱
ケ

42928b
一

○
晴
雨
天
傘
共

○
三
本

430
一

○
縫
衣
針
尺
箱

○
内
品
物
入

一
具

431
一

○
長
箱

○
歯
染
具
一
式
在
中

壱
組

　
　
以
上
　
惣
計
百
壱
数

　
　
衣
服
類

432
一

○
伏
見
宮
御
遺
物
御
袍

○
一
具

433
一

○
仙
臺
平
袴

○
一
具

434
一

○
紋
付
黄
帷
子
男
衣

○
一
着

43529a
一

○
細
縞
袷

○
一
衣

436
一

○
單
衣
御
召
調
子

○
一
枚

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

437
一

○
練
地
帷
子

○
一
衣

438
一

○
木
綿
縞
綿
入

○
一
衣

439
一

○
古
蒲
團

○
枕
添

三
帖

440
一

○
麻
肩
衣
麻
袴

○
上
下

二
着

441
一

○
拝
領
肩
衣

○
三
肩

442
一

○
細
紋
付
綿
入

○
一
着

44329b
一

○
博
多
折
合
帯

○
一
巻

444
一

○
小
紋
帷
子

○
一
衣

445
一

○
二
子
織
袷

○
一
衣

446
一

○
木
綿
小
紋
襦
袢

○
一
着

447
一

○
坐
蒲
團

○
一
帖

448
一

○
奉
書
細
家
章
際
綿
入
上
衣

○
449

一
○

龍
門
小
紋
綿
入
下
衣

○
450

一
○

縮
緬
合
襦
衣

○
45130a

一
○

縮
緬
裾
巻

○
452

一
○

系
錦
帯

○
453

一
○

金
巾
木
綿
足
袋

○

454
一

○
神
位
都
合

○
拾
一
牌

455
一

○
祭
祀
膳
部
白
陶
碗
種
々

○
壱
箱

456
一

○
膳
大
小

○
二
具

457
一

○
蒲
筵

○
壱
枚

30b
右
書
面
之
通
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

414
一

○
陣
笠

○
二
蓋

415
○

一
○

木
司
令

○
壱
掛

懐
水
遺
目
174

416
一

○
厘
等
秤
科

○
壱
棹

417
一

○
詩
仙
堂
竹
花
生

○
壱
筒

418
一

○
黒
塗
花
板

○
壱
枚

419
一

○
狭
山
池
樋
釘

○
壱
本

420
一

○
藜
杖

○
壱
本

42128a
一

○
枕
屏
風

○
六
枚
折

一
片

422
一

○
鏡
立
鏡

○
二
面
添

423
一

○
橡
樢
吐
茶
碗

○
壱
具

424
一

○
肴
籠

○
内
物
入

壱
包

425
一

○
桑
孤
矢
掛
板

○
壱
枚

426
一

○
茶
杓

○
弐
筒

427
一

○
藤
魚
盆

○
壱
枚

428
一

○
淀
車
釣
瓶
花
生

○
壱
ケ

42928b
一

○
晴
雨
天
傘
共

○
三
本

430
一

○
縫
衣
針
尺
箱

○
内
品
物
入

一
具

431
一

○
長
箱

○
歯
染
具
一
式
在
中

壱
組

　
　
以
上
　
惣
計
百
壱
数

　
　
衣
服
類

432
一

○
伏
見
宮
御
遺
物
御
袍

○
一
具

433
一

○
仙
臺
平
袴

○
一
具

434
一

○
紋
付
黄
帷
子
男
衣

○
一
着

43529a
一

○
細
縞
袷

○
一
衣

436
一

○
單
衣
御
召
調
子

○
一
枚

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

437
一

○
練
地
帷
子

○
一
衣

438
一

○
木
綿
縞
綿
入

○
一
衣

439
一

○
古
蒲
團

○
枕
添

三
帖

440
一

○
麻
肩
衣
麻
袴

○
上
下

二
着

441
一

○
拝
領
肩
衣

○
三
肩

442
一

○
細
紋
付
綿
入

○
一
着

44329b
一

○
博
多
折
合
帯

○
一
巻

444
一

○
小
紋
帷
子

○
一
衣

445
一

○
二
子
織
袷

○
一
衣

446
一

○
木
綿
小
紋
襦
袢

○
一
着

447
一

○
坐
蒲
團

○
一
帖

448
一

○
奉
書
細
家
章
際
綿
入
上
衣

○
449

一
○

龍
門
小
紋
綿
入
下
衣

○
450

一
○

縮
緬
合
襦
衣

○
45130a

一
○

縮
緬
裾
巻

○
452

一
○

系
錦
帯

○
453

一
○

金
巾
木
綿
足
袋

○

454
一

○
神
位
都
合

○
拾
一
牌

455
一

○
祭
祀
膳
部
白
陶
碗
種
々

○
壱
箱

456
一

○
膳
大
小

○
二
具

457
一

○
蒲
筵

○
壱
枚

30b
右
書
面
之
通
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

31a
（

白
紙

）
無

罫
線

31b
（

白
紙

）
無

罫
線

32a
以

下
、版

心
下

部
に「

久
迩

宮
」と

 
印

刷
の

用
箋

を
使

用
一

東
坡

集
選

八
冊

no.238
　

　
内

壱
冊

欠
　

右
七

冊
受

領
一

五
孝

子
傳

壱
軸

no.247
一

書
經

金
丹

no.231
一

礼
記

金
丹

no.237
一

国
字

牘
欠

本
三

冊
no.186

　
右

中
並

所
属

不
分

明
　

存
疑

32b
一

百
首

贅
々

壱
冊

E210ヵ
一

左
九

羅
帖

壱
帖

no.319　
E313

一
画

觽
壱

帖
no.320　

E303
一

幽
人

先
生

反
古

録
樺

翁
先

生
輯

壱
冊

E198-1
一

唐
詩

選
俗

觧
幽

人
先

生
自

筆
壱

冊
懐

水
遺

目
268

一
名

物
弁

觧
雕

題
壱

冊
一

津
問

壱
冊

E164
一

客
中

雑
詩

三
十

首
蕉

園
先

生
自

筆
壱

冊
no.90　

E306
一

炎
窓

代
睡

壱
冊

懐
水

遺
目

76
一

虞
書

閏
月

沈
註

譯
觧

壱
冊

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

33a
一

喩
叢

京
師

并
河

氏
蔵

一
国

字
牘

欠
本

　
但

中
並

所
属

 
不

分
明

ノ
分

三
冊

no.186　
E159　

 
書

名
左

肩
に

△
印

有
り

　
右

十
二

部
借

用
致

候
也

　
明

治
二

十
五

年
一

月
十

六
日

　
　

東
京

市
神

田
区

小
川

町
五

十
七

番
地

　
　

　
　

　
中

井
木

菟
麿（「

中
井

」
印

）
「

中
井

」
印

は
目

録
上

欄
外

の
丸

印
と

同
じ

并
河

尚
總

様
一

蕉
園

碩
果

二
先

生
壙

誌
書

名
右

肩
に

△
印

有
り

一
蘭

洲
先

生
家

譜
33b

（
記

述
な

し
）

34a
（

記
述

な
し

）
34b

（
記

述
な

し
）
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N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

31a
（

白
紙

）
無

罫
線

31b
（

白
紙

）
無

罫
線

32a
以

下
、版

心
下

部
に「

久
迩

宮
」と

 
印

刷
の

用
箋

を
使

用
一

東
坡

集
選

八
冊

no.238
　

　
内

壱
冊

欠
　

右
七

冊
受

領
一

五
孝

子
傳

壱
軸

no.247
一

書
經

金
丹

no.231
一

礼
記

金
丹

no.237
一

国
字

牘
欠

本
三

冊
no.186

　
右

中
並

所
属

不
分

明
　

存
疑

32b
一

百
首

贅
々

壱
冊

E210ヵ
一

左
九

羅
帖

壱
帖

no.319　
E313

一
画

觽
壱

帖
no.320　

E303
一

幽
人

先
生

反
古

録
樺

翁
先

生
輯

壱
冊

E198-1
一

唐
詩

選
俗

觧
幽

人
先

生
自

筆
壱

冊
懐

水
遺

目
268

一
名

物
弁

觧
雕

題
壱

冊
一

津
問

壱
冊

E164
一

客
中

雑
詩

三
十

首
蕉

園
先

生
自

筆
壱

冊
no.90　

E306
一

炎
窓

代
睡

壱
冊

懐
水

遺
目

76
一

虞
書

閏
月

沈
註

譯
觧

壱
冊

N
o.

頁
上

欄
外

欄
内

下
欄外

備
考

圏
点

中
井

 
丸

印
並

河
 

丸
印

番
号

某
印

並
河

 
角

印
欄

内
書

入
数

量
数

量
 

圏
点

圏
点

33a
一

喩
叢

京
師

并
河

氏
蔵

一
国

字
牘

欠
本

　
但

中
並

所
属

 
不

分
明

ノ
分

三
冊

no.186　
E159　

 
書

名
左

肩
に

△
印

有
り

　
右

十
二

部
借

用
致

候
也

　
明

治
二

十
五

年
一

月
十

六
日

　
　

東
京

市
神

田
区

小
川

町
五

十
七

番
地

　
　

　
　

　
中

井
木

菟
麿（「

中
井

」
印

）
「

中
井

」
印

は
目

録
上

欄
外

の
丸

印
と

同
じ

并
河

尚
總

様
一

蕉
園

碩
果

二
先

生
壙

誌
書

名
右

肩
に

△
印

有
り

一
蘭

洲
先

生
家

譜
33b

（
記

述
な

し
）

34a
（

記
述

な
し

）
34b

（
記

述
な

し
）

『並河潤菊家傳遺物目録』翻刻および解説 ― 矢羽野隆男・池田光子

131



『
懐
徳
堂
研
究
』
第
６
号　

投
稿
規
定

　
�

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
懐
徳
堂
研
究
』
第
６
号
の

原
稿
を
下
記
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
す
る
原
稿

◦
懐
徳
堂
お
よ
び
そ
の
周
辺
領
域
の
研
究
に
関
す
る
論
考
。

◦
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
関
わ
る
論
考
。

　

締
切

◦
二
〇
一
四
年
一
〇
月
末
日
（
必
着
）。

　

枚
数

◦
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
五
〇
枚
以
内
。

◦
た
だ
し
目
録
・
翻
刻
な
ど
で
大
部
な
も
の
は
枚
数
の
超
過
を

認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

　

形
式

◦�

打
ち
出
し
原
稿
お
よ
び
電
子
デ
ー
タ（
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
フ
ァ
イ
ル
。

一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
も
可
）。

◦
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
の
こ
と
。

　

採
否

◦�

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
審
査
を
経
て
採
否
を
決
定

し
、
執
筆
者
へ
通
知
す
る
。

　

校
正

◦
著
者
校
正
は
再
校
ま
で
。

◦
念
校
は
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
行
う
。

　

刊
行
形
態

◦
二
〇
一
五
年
二
月
刊
行
予
定
。

◦
関
係
機
関
や
研
究
者
に
配
布
す
る
。

◦�

刊
行
物
と
同
内
容
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
本
誌
刊

行
一
年
後
か
ら
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
、
及
び
大
阪
大

学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
）
に
て
公
開
す
る
。

　

抜
刷

◦
執
筆
者
に
は
本
冊
二
部
お
よ
び
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

◦�

追
加
の
抜
刷
を
希
望
の
場
合
は
、
初
校
返
送
時
に
連
絡
し
、

そ
の
実
費
を
執
筆
者
が
負
担
す
る
。

　

ご
不
明
な
点
は
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
ま
で
御
照
会
く
だ
さ
い
。

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報

　

二
〇
一
三
年
二
月
二
八
日
『
懐
徳
堂
研
究
』
第
４
号
を
発
行
。

　

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
は
以
下
の
通
り
。

�

（
二
〇
一
三
年
四
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
）

・
セ
ン
タ
ー
長　

湯
浅
邦
弘
（
本
研
究
科
教
授
）

・
研
究
員　
　
　

金
城
未
来
（
本
研
究
科
助
教
）

・
職
員　
　
　
　

福
田
一
也
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